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(5) 7J<.豆員症 4. 4.23
(6) 高血圧症 4. 4. 23
(7) 脂質異常症 4. 4. 23
(8) 不眠症 4. 4. 23
(9) 便税症 4. 4.23
(10) ストレス潰瘍 4. 4. 23
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31皮下筋肉内 回 (14) 四肢不全麻痺 4. 4. 23
32静 脈 内 回 ( 15) 四肢失行 4. 4. 23
33 その他 9回 101027 (16) 高次脳機能障害 4. 4.23
処 置 7回 509 (17)斜許茜寮法の必要な難治性逆流性食道炎
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年月： 2022年05月

患査上D:

懇：

＜症状経過等＞

症状詳記

診療科：脳神経外科

患者氏名：

担当医：

【規定に基づく診療報酬明細書以外の診療報酬明細書の症状詳記】

入外：入院

2022年4月2 3日に発症したくも膜下出血の方です。 同日にコイル塞栓術を実施されています。
脳血管攣縮に対して、 4月25日から5月6日までピヴラッツ点滴300mgを投与しています。 脳
血管攣縮は無く、 良好に経過しています。
両側硝子体出血を合併しており、 他院眼科で手術を実施するため、 5月23日に転院し、 24日に手
術を実施されています。 30日に当院へ再入院しています。 今後は回復期リハビリテ ー ション科へ転
科の上、 在宅復帰を目指していく方針です。
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